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JENESYS2021 日カンボジア・オンライン交流 

（スポーツ・柔道）の記録 

 

１．概要 

【目的】スポーツ（特に柔道）に関心のあるカンボジアの青少年が、柔道の理念に関する講義とその

実技指導により包括的に柔道の理解を深めることを通じて、対日理解の促進を図ることを主目的に、

本プログラムを実施しました。 

 

【参加者】 カンボジアの高校生・大学生・大学院生・社会人 計 30名 

 

【訪問地】 東京都、岐阜県、愛知県 

 

【日程】 

日付 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

以下の 2日間の参加人数：16名 

2021年 

10月 25日 

東京都 

 

【ウェビナー・質疑応答】 

1. 開会・JENESYS概要説明 

2. 講義・質疑応答 

柔道総本山 講道館 

「柔道の理念」  

※実技指導含む 

講師：講道館 道場指導部長  鮫島 

元就 氏 

3. 記念撮影 

4. SNS投稿・閉会 

講義では講師が安座を促すまで正座で熱心

に聞き入る参加者も多く、講師実演中は同

じ動作をするなど真剣に聴講していまし

た。質疑応答では「柔道を通じてどのように

自信とメンタルヘルス面を高めることがで

きますか」「柔道を学校のカリキュラムに導

入することは、子どもの教育にどのような

効果をもたらせるか」「何歳で柔道を始めた

か。また、どのようにして柔道の厳しい鍛錬

を継続され、現在指導者になったか」「どう

すれば柔道の練習を継続することができる

か」といった質問が寄せられ、より深く柔道

を学びたいとの姿勢が感じられました。最

後には、講道館を訪問し柔道をしたいとい

う意見も出され、実りのある交流になりま

した。  

以下、7日間の参加人数：14名（以下のプログラムは他のプログラムと一部合同で実施） 

2022年 3月

2日～ 

【動画視聴】  

1. 外務省挨拶 

2. ホストタウンの取り組み 

3. ホームビジット体験 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴し

てから参加しました。 
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2022年 

3月 9日 

東京都 

【オリエンテーション】【ウェビナー・

質疑応答】 

1. オリエンテーション 

2. 日本語レッスン（初級） 

JICE日本語講師 

オリエンテーションでは、参加者の多くが

同じ柔道クラブからであったため打ち解け

た雰囲気で始まり、本プログラムにおける

参加者の役割・ミッションついて説明を熱

心に聞いていました。日本語レッスンは少

人数に分かれて実施され、参加者一同、積極

的に参加し非常に楽しんでいました。 

2022年 

3月 10日 

岐阜県 

大垣市 

【武道体験、ウェビナー・質疑応答】 

1. 講義 

「居合道について」 

講師：岐阜世界青年友の会 加藤 

晴彦氏、寺町 義男氏  

2. 居合道の演武 

3. 質疑応答 

4. 集合写真撮影 

柔道や剣道はカンボジアでもよく知られて

いますが、居合道については知識がない参

加者が多く「日本の武道について、新しい知

識を得ることができた」と多くの参加者が

語っていました。特に、攻撃ではなく身を守

ること、心と体を鍛え礼節を学ぶという武

道の精神に関心を持っていました。質疑応

答では、「見せていただいた日本刀は反りが

あるものばかりだが、反りがない真っすぐ

な日本刀はあるか」「何年続ければ 5 段、6

段を取得することができるか」「長年居合道

を続けてこられて、辞めたいと思ったこと

はあるか。その時どのようにして乗り越え

たか」等、多くの質問が挙がりました。 

2022年 

3月 11日 

愛知県 

名古屋市 

【自治体講義、質疑応答】 

1. 開会 

2. 講義 

「名古屋市について」 

講師：名古屋市観光文化交流局観光

交流部 主幹 （観光プロモーショ

ン担当）大塚 勝樹氏 

3. 質疑応答 

4. 集合写真 

5. 閉会 

今回の参加者は、柔道経験に加え、日本語を

学びたいと思っている学生も多かったた

め、日本への関心が強く、大変興味深く聞き

入り、多くの質問が挙がりました。主な質問

として「本丸御殿に入ることはできるか」

「“名古屋めし”の中でも人気のものは何

か」「名古屋観光に行くとしたら、ホテル代

や 1回の食事代はいくら位かかるか」「名古

屋めしで1位になったのがひつまぶしだが、

日本ではうなぎの生産量を保つため、養殖

にはどのような決まりがあるか」等が挙が

りました。また、参加者からは、「カンボジ

アの観光地はアンコール遺跡という歴史的

な観光資源に限られているが、名古屋は食、

歴史、環境、科学技術など様々な分野で観光

を楽しむことができるという点がとても興

味深かった」との意見がありました。 
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2022年 

3月 12日 

愛知県 

江南市 

 

【学校交流】 

交流校：学校法人滝学園 滝高等学校 

 柔道部（愛知県）14名 

1. 挨拶 

・滝学園生徒代表、 

・カンボジア参加者代表 

2. 発表及び質疑応答 

・滝学園（学校紹介、柔道について） 

質疑応答 

・カンボジア側参加者（柔道の魅力） 

質疑応答 

3. 纏め 

4. 集合写真撮影 

 

カンボジアの参加者は柔道経験者のため、

滝学園の武道に関する発表を大変興味を持

って聴講していました。また、柔道部の中高

生に対して積極的に質問する姿が見られま

した。主な質問は次の通りです。「柔道を始

めたきっかけ何か」「柔道の練習は男女別、

体重別に行うのか。又は混合で練習するの

か」。また、滝学園の中高生からカンボジア

参加者に対して「柔道から学んだことは何

か」という質問がなされ、「柔道から学んだ

ことは勝敗のみにこだわらない考え方や清

潔さを大事にする生活習慣に至るまでスポ

ーツという枠に留まらない」と熱く語る姿

が見られました。 

2022年 

3月 14日 

東京都 

【ワークショップ】 

1. アクション・プランの作成 

2. 報告会に向けた発表準備 

 

ワークショップ前日からグループ発表の内

容について協議し、ワークショップ当日は

詳細部分の議論に時間を費やしていまし

た。参加者は、同じ柔道クラブのメンバーで

あるため、チームワークの良さを発揮しみ

んなで作りあげていました。 

2022年 

3月 15日 

東京都 

【報告会】 

1. 開会 

2. 発表 

3. 講評 

岐阜世界青年友の会 

事務局長 臼井千里 氏 

4. JICEからのお知らせ、閉会 

代表して各グループ 2 名から発表を行い、

他メンバーもグループの一員として見守っ

ていました。両チームとも制限時間いっぱ

いに熱心な発表を行いました。 
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２．記録写真  

 
 

2021年 10月 25日【ウェビナー・質疑応答】講

義開始にあたり挨拶する参加者 

2021年 10月 25日【ウェビナー・質疑応答】講

師の話を熱心に聞く参加者 

  

2021年 10月 25日【ウェビナー・質疑応答】実

演と参加者 

2021年 10月 25日【ウェビナー・質疑応答】参

加者全員での集合写真 

 
 

2022年 3月 9日【オリエンテーション】 
2022年 3月 9日【ウェビナー・質疑応答】日本

語レッスン 
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2022年 3月 10日【武道体験】 2022年 3月 11日【自治体講義、質疑応答】 

  

2022年 3月 12日【学校交流】 2022年 3月 14日【ワークショップ】 

  

2022 年 3 月 15 日【報告会】プレゼンテーショ

ン 
2022年 3月 15日 【報告会】集合写真 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 参加高校生 

柔道のさらなる練習で私たちのスキルと能力を向上させるため、柔道のすべての技術を時間をかけ

て注視したいです。 
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 参加高校生 

新型コロナウイルス感染症の蔓延により、1 年近く道場で柔道の練習をすることができませんでし

たが、このプログラムは多くのことを学び、オンラインで柔道を習うことを奨励しています。これ

は柔道に対して前向きに考え行動することです。実際に会うことはできませんが、今日のようなス

ポーツを通じて良いコミュニケーションになりました。 

 

◆ 参加大学生 

日本文化、特に日本語について勉強できてとてもうれしかったです。 

 

◆ 参加大学院生 

今回よりももっと長い期間のプログラムの方がよいと思います。 

 

◆ 参加社会人 

スポーツを通して、カンボジアと日本両国間の関係と知識が強化されたと思います。大塚様の講義

によって名古屋の観光名所や産業などの魅力について理解できました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 受入校教員 

カンボジアで柔道をしている人が思っていたよりも多かったです。皆さん、柔道をただの格闘技と

はみなしておらず、柔道の礼節などの側面も評価していることが嬉しかったです。 

 

◆ 受入校教員 

柔道というかなり限定的なスポーツでも、海外の方々と交流することができると分かりました。こ

の経験をもとにして他の国とも交流してみたいです。 
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５．参加者の対外発信 

  

2021年 10月 25日（Facebook） 

JICEの交流プログラムに参加できて光栄です。

このプログラムに参加して、私の柔道の技術と

スキルを向上することができました。柔道生活

に影響を与え、ご教示してくださった鮫島元就

先生に感謝いたします。 

 

2021年 10月 25日（Facebook） 

今回は、JICEが主催し、講道館柔道研究所教育・

指導部部長の鮫島元就先生が講師を務める柔道

関連の素晴らしいウェビナーでした。経験や知

識を学んだことで現在のトレーニングを修正で

きて、特に柔道の意味を理解したことで日々の

生活に役立てることができました。 

最後になりましたが、このような素晴らしいプ

ログラムに感謝しており、トレーニングや技術

の向上のために今後も参加したいと思っていま

す。 

もう一度、カンボジアの柔道家として。JICEの

コーディネーターチームと鮫島先生に感謝し、

皆さんのご多幸と健康を祈っています。 
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2022年 3月 10日（Facebook） 

1日目、2日目 

JICEが運営する日本・カンボジアの国際交流プ

ログラム JENESYS2022に参加できたことは、

私にとって素晴らしい機会となりました。1 日

目は日本語を学び、2日目は 5段、6段を持つ先

生方から居合道を学びました。日本（居合道）刀

法について学ぶことができたのはとても興味深

い経験となりました。明日の講義でさらに学べ

ることが楽しみです。 

2022年 3月 13日（Facebook） 

4日目 

柔道を通して日本の中学生、高校生と交流を行

いました。柔道とは何か知っていますか。誰が

柔道を創設したのですか。それはなぜですか。

柔道によって何を学びましたか、など、下記に

てみなさんの答えを教えて下さい。 
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６．最終報告会でのアクション・プラン発表 

グループ 1 

 

 実施理由：カンボジアで柔道を広め、

JENESYS プログラムに参加するメリットを家

族や友人、柔道をしている人たちに共有するた

め。 

 実施時期：2022年 6月 12日 

 実施する者：私たちの柔道クラブのメンバー 

 ターゲット：家族、友人、同僚、スポーツをす

る人たち 

 実施計画：柔道の技を披露して日本の柔道や

柔道の良い点を広めます。さらに、日本語や日

本の有名な観光地など日本の魅力的な情報をオ

ンライン上で提供し日本人学生とオンライン交

流します。 

 実施方法：Facebook、テレグラム、LINE、イ

ンスタグラムなどの SNS を利用して共有しま

す。また対面でも協議していきます。 

グループ 2 

 

「学びを共有、実施するための 

私たちのアクション・プラン」 

 

 実施理由：日本の歴史、芸術、武道についての

経験を広めたり、教えたり、交流するため。 

 実施時期：2022年 5月 5日 

 実施する者：グループのメンバーと柔道チー

ム 

 ターゲット：友人、家族、学校（カンボジアの

中学生、高校生） 

 実施計画：アンコール・ヤワラ柔道クラブが

主催する盆踊り祭りにおいて日本の文化や武道

（柔道を含めて）を紹介します。 

 実施方法：日本の伝統的衣装である着物を着

て、日本の武道や伝統的な踊りを披露します。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 

  


